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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 12月 20日 (2005.12.20)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 【 請 求 項 １ 】 　 　 莢 膜 多 糖 を さ ら に 含 む 組 成 物 か ら 、 核 酸 お よ び ／ ま た は タ ン パ ク 質 を
分 離 し て 精 製 莢 膜 多 糖 を 得 る 方 法 で あ っ て 、 該 組 成 物 を 塩 基 試 薬 と 接 触 さ せ 、 そ し て 、 核
酸 お よ び ／ ま た は タ ン パ ク 質 を 塩 基 処 理 す る こ と に よ っ て 生 じ る 不 純 物 か ら 、 莢 膜 多 糖 を
分 離 す る こ と を 含 む 、 前 記 方 法 。
　 【 請 求 項 ２ 】 　 　 莢 膜 多 糖 上 に 存 在 す る Ｎ － ア セ チ ル 基 の 一 部 を 、 抽 出 中 に 加 水 分 解 し
、 そ し て そ の 後 、 再 度 ア シ ル 化 し 、 再 度 Ｎ － ア シ ル 化 さ れ た 莢 膜 多 糖 が 天 然 莢 膜 多 糖 と 交
差 反 応 性 に な る よ う に す る 、 請 求 項 １ の 方 法 。
　 【 請 求 項 ３ 】 　 　 請 求 項 １ の 、 莢 膜 多 糖 を さ ら に 含 む 組 成 物 か ら 核 酸 お よ び ／ ま た は タ
ン パ ク 質 を 分 離 す る 方 法 で あ っ て 、 さ ら に ：
（ ａ ） 所 望 に よ り 、 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー に よ り 、 核 酸 お よ び ／ ま た は タ ン パ ク 質 か ら 莢 膜
多 糖 を 分 離 し ；
（ ｂ ） 段 階 （ ａ ） 由 来 の 莢 膜 多 糖 を ア シ ル 化 剤 と 反 応 さ せ ；
（ ｃ ） 段 階 （ ｂ ） 由 来 の 莢 膜 多 糖 を ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー に よ り 精 製 す る
段 階 を 含 む 、 前 記 方 法 。
　 【 請 求 項 ４ 】 　 　 塩 基 性 条 件 の ｐ Ｈ が 約 ９ お よ び １ ４ の 間 で あ る 、 請 求 項 ３ の 方 法 。
　 【 請 求 項 ５ 】 　 　 塩 基 性 条 件 の ｐ Ｈ が 約 １ ２ で あ る 、 請 求 項 ４ の 方 法 。
　 【 請 求 項 ６ 】 　 　 莢 膜 多 糖 が 連 鎖 球 菌 （ Ｓ ｔ ｒ ｅ ｐ ｔ ｏ ｃ ｏ ｃ ｃ ｉ ） 属 の い か な る 細 菌
由 来 で あ っ て も よ い 、 請 求 項 ３ の 方 法 。
　 【 請 求 項 ７ 】 　 　 莢 膜 多 糖 が Ｂ 群 連 鎖 球 菌 由 来 で あ る 、 請 求 項 ３ の 方 法 。
　 【 請 求 項 ８ 】 　 　 莢 膜 多 糖 が Ｂ 群 連 鎖 球 菌 Ｉ ａ 、 Ｉ ｂ 、 Ｉ Ｉ 、 Ｉ Ｉ Ｉ 、 Ｖ 、 Ｖ Ｉ お よ び
Ｖ Ｉ Ｉ Ｉ 型 由 来 で あ る 、 請 求 項 ３ の 方 法 。
　 【 請 求 項 ９ 】 　 　 塩 基 試 薬 が 有 機 塩 基 を 含 む 、 請 求 項 ３ の 方 法 。
　 【 請 求 項 １ ０ 】 　 　 塩 基 試 薬 が 無 機 塩 基 を 含 む 、 請 求 項 ３ の 方 法 。



　 【 請 求 項 １ １ 】 　 　 塩 基 試 薬 が Ｎ ａ Ｏ Ｈ 、 Ｋ Ｏ Ｈ ま た は Ｌ ｉ Ｏ Ｈ を 含 む 、 請 求 項 ３ の 方
法 。
　 【 請 求 項 １ ２ 】 　 　 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー に よ り 分 離 す る 段 階 が 、 疎 水 性 相 互 作 用 ク ロ マ
ト グ ラ フ ィ ー で あ る 、 請 求 項 ３ の 方 法 。
　 【 請 求 項 １ ３ 】 　 　 ア シ ル 化 剤 が 無 水 酢 酸 、 塩 化 ア セ チ ル 、 酢 酸 ペ ン タ フ ル オ ロ フ ェ ニ
ル 、 ま た は 酢 酸 ４ － ニ ト ロ フ ェ ニ ル で あ る 、 請 求 項 ３ の 方 法 。
　 【 請 求 項 １ ４ 】 　 　 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー に よ り 莢 膜 多 糖 を 精 製 す る 段 階 が 、 ゲ ル 浸 透 ク
ロ マ ト グ ラ フ ィ ー で あ る 、 請 求 項 ３ の 方 法 。
　 【 請 求 項 １ ５ 】 　 　 塩 基 試 薬 が 無 機 塩 基 を 含 み 、 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー に よ り 分 離 す る 段
階 が 疎 水 性 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー で あ り 、 ア シ ル 化 試 薬 が 無 水 酢 酸 、 塩 化 ア セ チ ル 、 酢 酸 ペ
ン タ フ ル オ ロ フ ェ ニ ル ま た は 酢 酸 ４ － ニ ト ロ フ ェ ニ ル で あ り 、 そ し て ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー
に よ り 莢 膜 多 糖 を 精 製 す る 段 階 が ゲ ル 浸 透 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー で あ る 、 請 求 項 ３ の 方 法 。
　 【 請 求 項 １ ６ 】 　 　 塩 基 試 薬 が Ｎ ａ Ｏ Ｈ を 含 み 、 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー に よ り 分 離 す る 段
階 が 疎 水 性 相 互 作 用 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー で あ り 、 ア シ ル 化 試 薬 が 無 水 酢 酸 で あ り 、 そ し て
ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー に よ り 莢 膜 多 糖 を 回 収 す る 段 階 が ゲ ル 濾 過 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー で あ る
、 請 求 項 ３ の 方 法 。
　 【 請 求 項 １ ７ 】 　 　 莢 膜 多 糖 が ナ イ セ リ ア （ Ｎ ｅ ｉ ｓ ｓ ｅ ｒ ｉ ａ ） 属 の い か な る 細 菌 由
来 で あ っ て も よ い 、 請 求 項 ３ の 方 法 。
　 【 請 求 項 １ ８ 】 　 　 莢 膜 多 糖 が 髄 膜 炎 菌 （ Ｎ ． 　 ｍ ｅ ｎ ｉ ｎ ｇ ｉ ｔ ｉ ｄ ｉ ｓ ） Ｃ 型 由 来
で あ る 、 請 求 項 ３ の 方 法 。
　 【 請 求 項 １ ９ 】 　 　 精 製 莢 膜 多 糖 が 、 重 量 約 １ ％ 未 満 の 核 酸 お よ び 約 １ μ ｇ ／ ｍ ｌ 未 満
の タ ン パ ク 質 を 含 む 、 請 求 項 １ の 方 法 。
　 【 請 求 項 ２ ０ 】 　 　 Ｂ 群 連 鎖 球 菌 莢 膜 多 糖 お よ び 核 酸 お よ び ／ ま た は タ ン パ ク 質 を 含 む
組 成 物 を 、 塩 基 試 薬 で 処 理 し 、 そ し て 精 製 莢 膜 多 糖 を 分 離 す る こ と を 含 む 方 法 に よ り 産 生
さ れ る Ｂ 群 連 鎖 球 菌 莢 膜 多 糖 で あ っ て ：
Ｉ ａ 型 Ｃ Ｐ Ｓ が ： 　 お よ そ ０ ． ０ １ ０ － ０ ． ０ ０ ５ の 範 囲 の Ｋ ａ ｖ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 お よ そ ３ １ ８ － ３ １ １ の 範 囲 の Ｍ ｗ （ ｋ ｇ ／ ｍ ｏ ｌ ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 お よ そ １ ． ３ ５ － １ ． ３ １ の 範 囲 の Ｍ ｗ ／ Ｍ ｎ を 有 し
Ｉ ｂ 型 Ｃ Ｐ Ｓ が ： 　 お よ そ ０ ． １ ９ １ － ０ ． １ ５ ０ の 範 囲 の Ｋ ａ ｖ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 お よ そ ２ １ ８ － １ ７ ０ の 範 囲 の Ｍ ｗ （ ｋ ｇ ／ ｍ ｏ ｌ ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 お よ そ １ ． ６ １ － １ ． ２ ０ の 範 囲 の Ｍ ｗ ／ Ｍ ｎ を 有 し
Ｉ Ｉ 型 Ｃ Ｐ Ｓ が ： 　 お よ そ ０ ． １ ５ ２ － ０ ． １ １ ５ の 範 囲 の Ｋ ａ ｖ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 お よ そ ２ ８ ９ － ２ ４ ６ の 範 囲 の Ｍ ｗ （ ｋ ｇ ／ ｍ ｏ ｌ ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 お よ そ １ ． ４ ６ の Ｍ ｗ ／ Ｍ ｎ を 有 し
Ｉ Ｉ Ｉ 型 Ｃ Ｐ Ｓ が ： お よ そ ０ ． ３ ４ ３ － ０ ． ２ ６ ８ の 範 囲 の Ｋ ａ ｖ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 お よ そ １ ０ ８ － １ ０ ４ の 範 囲 の Ｍ ｗ （ ｋ ｇ ／ ｍ ｏ ｌ ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 お よ そ １ ． ２ ４ － １ ． ２ ２ の 範 囲 の Ｍ ｗ ／ Ｍ ｎ を 有 し
Ｖ 型 Ｃ Ｐ Ｓ が ： 　 　 お よ そ ０ ． ２ ５ ７ － ０ ． １ ５ ６ の 範 囲 の Ｋ ａ ｖ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 お よ そ １ ７ ９ － ９ ２ の 範 囲 の Ｍ ｗ （ ｋ ｇ ／ ｍ ｏ ｌ ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 お よ そ １ ． ２ ８ － １ ． １ ５ の 範 囲 の Ｍ ｗ ／ Ｍ ｎ を 有 す る
前 記 莢 膜 多 糖 。
　 【 請 求 項 ２ １ 】 　 　 莢 膜 多 糖 を 、 グ ラ ム 陰 性 お よ び グ ラ ム 陽 性 細 菌 の 他 の 細 胞 構 成 成 分
か ら 抽 出 す る 方 法 で あ っ て 、 細 菌 細 胞 、 ホ モ ジ ナ イ ズ し た 細 菌 細 胞 、 馴 化 培 地 （ ｃ ｏ ｎ ｄ
ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ｅ ｄ 　 ｍ ｅ ｄ ｉ ｕ ｍ ） 、 細 菌 培 養 上 清 、 ま た は こ れ ら の 混 合 物 を 、 塩 基 性 条 件
下 で 塩 基 試 薬 と 接 触 さ せ 、 そ し て 他 の 細 胞 構 成 成 分 を 前 記 塩 基 試 薬 と 接 触 さ せ る こ と に よ
り 生 じ る 不 純 物 か ら 、 莢 膜 多 糖 を 分 離 し て 精 製 莢 膜 多 糖 を 得 る こ と を 含 む 、 前 記 方 法 。
　 【 請 求 項 ２ ２ 】 　 　 塩 基 性 条 件 が 約 ｐ Ｈ 　 ９ お よ び ｐ Ｈ 　 １ ４ の 間 で あ る 、 請 求 項 １ ８
の 方 法 。
　 【 請 求 項 ２ ３ 】 　 　 塩 基 性 条 件 が 約 ｐ Ｈ 　 １ ２ で あ る 、 請 求 項 １ ９ の 方 法 。
　 【 請 求 項 ２ ４ 】 　 　 該 方 法 が 、 細 菌 細 胞 を 塩 基 試 薬 と 接 触 さ せ る こ と を 含 む 、 請 求 項 ２
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０ の 方 法 。
　 【 請 求 項 ２ ５ 】 　 　 精 製 莢 膜 多 糖 が 、 重 量 約 １ ％ 未 満 の 核 酸 お よ び 約 １ μ ｇ ／ ｍ ｌ 未 満
の タ ン パ ク 質 を 含 む 、 請 求 項 ２ ５ の 方 法 。
　 【 請 求 項 ２ ６ 】 　 　 分 離 段 階 が ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー 分 離 で あ る 、 請 求 項 ２ ５ の 方 法 。
　 【 請 求 項 ２ ７ 】 　 　 莢 膜 多 糖 が ナ イ セ リ ア 属 の い か な る 細 菌 由 来 で あ っ て も よ い 、 請 求
項 ２ ５ の 方 法 。
　 【 請 求 項 ２ ８ 】 　 　 莢 膜 多 糖 が 髄 膜 炎 菌 Ｃ 型 由 来 で あ る 、 請 求 項 ２ ５ の 方 法 。
　 【 請 求 項 ２ ９ 】 　 　 莢 膜 多 糖 が 連 鎖 球 菌 属 の い か な る 細 菌 由 来 で あ っ て も よ い 、 請 求 項
２ ５ の 方 法 。
　 【 請 求 項 ３ ０ 】 　 　 莢 膜 多 糖 が Ｂ 群 連 鎖 球 菌 由 来 で あ る 、 請 求 項 ２ ５ の 方 法 。
　 【 請 求 項 ３ １ 】 　 　 該 細 菌 が Ｂ 群 連 鎖 球 菌 Ｉ ａ 、 Ｉ ｂ 、 Ｉ Ｉ 、 Ｉ Ｉ Ｉ 、 Ｖ 、 Ｖ Ｉ ま た は
Ｖ Ｉ Ｉ Ｉ で あ る 、 請 求 項 ２ ５ の 方 法 。
　 【 請 求 項 ３ ２ 】 　 　 Ｃ 群 髄 膜 炎 菌 （ ｍ ｅ ｎ ｉ ｎ ｇ ｏ ｃ ｏ ｃ ｃ ｕ ｓ ） 多 糖 結 合 体 ワ ク チ ン
を 産 生 す る 方 法 で あ っ て 、 （ ａ ） Ｃ 群 髄 膜 炎 菌 莢 膜 多 糖 を 含 む 、 Ｃ 群 髄 膜 炎 菌 細 菌 細 胞 、
ホ モ ジ ナ イ ズ し た 細 菌 細 胞 、 馴 化 培 地 、 細 菌 培 養 上 清 、 ま た は そ れ ら の 混 合 物 を 、 Ｃ 群 髄
膜 炎 菌 多 糖 の Ｎ － ア セ チ ル 基 の 少 な く と も １ つ を 加 水 分 解 す る の に 十 分 に 塩 基 性 で あ る 塩
基 性 条 件 下 で 、 塩 基 試 薬 と 接 触 さ せ 、 （ ｂ ） 莢 膜 多 糖 を 段 階 （ ａ ） の 産 物 か ら 分 離 し 、 そ
し て 該 多 糖 を ポ リ ペ プ チ ド と 結 合 さ せ る こ と を 含 む 、 前 記 方 法 。
　 【 請 求 項 ３ ３ 】 　 　 結 合 が 還 元 性 ア ミ ノ 化 に よ り 達 成 さ れ る 、 請 求 項 ３ ２ の 方 法 。
　 【 請 求 項 ３ ４ 】 　 　 さ ら に 、 脱 Ｎ － ア セ チ ル 化 多 糖 を 、 ア シ ル 化 剤 で 処 理 し 、 そ し て 該
Ｎ － ア シ ル 化 多 糖 を 酸 化 剤 で 処 理 し 、 隣 接 （ ｖ ｉ ｃ ｉ ｎ ａ ｌ ） ジ オ ー ル を 酸 化 的 に 切 断 し
、 ア ル デ ヒ ド 基 を 産 生 す る 段 階 を 含 む 、 請 求 項 ３ ３ の 方 法 。
　 【 請 求 項 ３ ５ 】 　 　 さ ら に 、 脱 Ｎ － ア セ チ ル 化 多 糖 を 単 離 し 、 そ し て 再 ア シ ル 化 産 物 を
単 離 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 ３ ４ の 方 法 。
　 【 請 求 項 ３ ６ 】 　 　 塩 基 試 薬 が 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 、 水 酸 化 カ リ ウ ム お よ び 水 酸 化 リ チ ウ
ム か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ 、 そ し て ア シ ル 化 剤 が 無 水 酢 酸 お よ び 塩 化 ア セ チ ル か ら な る 群
よ り 選 択 さ れ る 、 請 求 項 ３ ４ の 方 法 。

(3) JP 2001-526902 A5 2006.2.16
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